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日本放送協会 理事会議事録 
               （２０１９年 ５月 ７日開催分）

  
２０１９年 ５月２４日（金）公表 

 

＜会 議 の 名 称＞ 

理 事 会 

 

＜会  議  日  時＞ 

 ２０１９年 ５月 ７日（火）午前９時００分～９時１０分 

 

＜出   席   者＞ 

上田会長、堂元副会長、木田専務理事、板野専務理事、 

児野専務理事・技師長、荒木専務理事、松原理事、黄木理事、 

中田理事、鈴木理事、松坂理事、正籬理事、 

今井特別主幹、坂本特別主幹 

高橋監査委員 

 

＜場         所＞ 

放送センター 役員会議室 

 

＜議        事＞ 

 上田会長が開会を宣言し、議事に入った。 

 

付議事項 

 

１ 報告事項 

（１）新富山放送会館の基本設計について 

（２）放送番組審議会議事録（資料） 

 

議事経過 

 

（会 長）   新しい役員体制での最初の理事会になりますので、私
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から何点か、話をいたします。 

新体制においてもこれまで同様に、コミュニケーション

を密に取り、皆で知恵を出し合いながら、コンセンサス経

営を進めていきたいと思います。「公共メディア」として

のＮＨＫの基盤を確立するために、力を合わせる必要があ

ります。国会での放送法改正案の審議の対応もよろしくお

願いします。 

大型連休中の天皇陛下のご退位、ご即位関連番組等につ

いて、皆さんの頑張りにより、充実した番組を放送するこ

とができたと思います。感謝します。 

昨日５月６日に、「ＮＨＫ・民放連共同ラジオキャンペ

ーン」の一環として、午後７時から翌日午前１時まで６時

間にわたる生放送のラジオ番組をＮＨＫのスタジオからＮ

ＨＫと民放ラジオ局が共同で展開しました。１０代のリス

ナーにも番組をＰＲするためにツイッターを駆使して「＃

このラジオがヤバい」というハッシュタグで情報を発信し

ましたが、反響も良く、良いキャンペーンになったと思い

ます。民放との二元体制を大事にしていきたいと思います。

そうした中で、ラジオの分野では、今年度から民放ラジオ

局が参加する「ｒａｄｉｋｏ」にＮＨＫが正式に番組の提

供を行うことにしました。今回民放とＮＨＫの若いプロデ

ューサー達が知恵と工夫を出し合い、こうした新しい展開

を行って進化していることをうれしく思いました。 

 

１ 報告事項 

（１）新富山放送会館の基本設計について 

（技術局） 

新富山放送会館の整備方針・概要については、２０１８年３月２０日

の理事会で決定し、３月２７日の第１３０３回経営委員会で報告しまし

た。このたび、基本設計の概要がまとまりましたので、報告します。 

新放送会館の敷地面積は３,６５１.９０㎡です。延べ床面積は約５,０７

４.００㎡で、現会館に比べておよそ３割広くなります。建物は地上３階

建てで、高さは約２０ｍ、鉄塔の高さは地上約６３ｍになります。構造
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形式は免震構造の鉄筋コンクリート造で、基礎形式は既製コンクリート

杭の予定です。 

設計の基本コンセプトは、次の４点です。 

１点目は、「災害に強い放送局」です。周辺の河川の堤防が決壊した

場合に備えて、建物と外構部は床レベルを敷地周辺よりもかさ上げする

など、浸水対策をしっかりとした上で、安全・安心情報を的確に発信し

続けることができる放送会館とします。 

２点目は、「富山県の魅力や情報を発信する拠点」です。放送会館の

北東部に位置する交差点付近に「まちかど広場」を設け、隣接するよう

配置したハートプラザと共に新しい賑わいの拠点をつくります。内装は

アルミ建材と立山杉などの県産材を用い、富山県の魅力を発信します。 

３点目は、「周辺景観と調和する環境にやさしい会館」です。２階部

分の外装は富山県の主要生産品であるアルミ材によるルーバー（横格子

材）により構成し、富山にふさわしい外観デザインとしました。また、

情報発信ができるアドウィンドウを２階部分に設けます。３階部分は圧

迫感を軽減するため、外壁面をセットバックし、鉄塔部分は風雪時など

にも対応できるよう外壁材で覆い、メンテナンス性を高めました。 

４点目は、「風通しのよい“オール・ワンフロア”職場」です。運行

ラック室を執務フロアと分けて配置することで、２階の執務エリアを集

約化しました。放送業務に関わるすべての職員が、同一フロアで業務を

行える配置としています。 

今後のスケジュールについては、今回の基本設計を基に５月から実施

設計を行い、２０２０年３月に着工を予定しています。また、建物の完

成は２０２１年１１月、運用開始は２０２２年度を予定しています。 

 

（２）放送番組審議会議事録（資料） 

編成局と国際放送局から、中央放送番組審議会、国際放送番組審議会、

全国の地方放送番組審議会（関東甲信越、近畿、中部、中国、九州沖縄、

東北、北海道、四国）の２０１９年３月開催分の議事録についての報告。  

 

注：放送番組審議会の内容は、ＮＨＫのホームページ「ＮＨＫオンライ

ン」の「経営情報」のなかに掲載しています。 
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以上で付議事項を終了した。 

 

 

上記のとおり確認した。 

 

 

２０１９年 ５月２１日 

 

会 長  上 田 良 一  


